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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本計量振興協会（JAMP）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産

業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産

業規格である。これによって，JIS Z 8000-6:2014 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS Z 8000 規格群（量及び単位）は，次に示す部で構成する。 

JIS Z 8000-1 第 1 部：一般 

JIS Z 8000-2 第 2 部：数学記号 

JIS Z 8000-3 第 3 部：空間及び時間 

JIS Z 8000-4 第 4 部：力学 

JIS Z 8000-5 第 5 部：熱力学 

JIS Z 8000-6 第 6 部：電磁気 

JIS Z 8000-7 第 7 部：光及び放射 

JIS Z 8000-8 第 8 部：音響学 

JIS Z 8000-9 第 9 部：物理化学及び分子物理学 

JIS Z 8000-10 第 10 部：原子物理学及び核物理学 

JIS Z 8000-11 第 11 部：特性数 

JIS Z 8000-12 第 12 部：凝縮体物理 
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日本産業規格          JIS 
 Z 8000-6：2025 
 (IEC 80000-6：2022) 

量及び単位－第 6 部：電磁気 

Quantities and units-Part 6: Electromagnetism 

 
序文 

この規格は，2022 年に第 2 版として発行された IEC 80000-6 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

0.1 特記事項 

0.1.1 一般 

この規格に掲げた項目は，一般に，国際電気技術用語集（IEV），特に IEC 60050-121 及び IEC 60050-131

に整合している。各量の IEV への参照は“IEC 60050-121（番号 121-xx-xxx）参照”として記載している。 

0.1.2 量体系 

電磁気では，系の基礎となる基本量の数及び選び方によって種々の異なった量体系が用いられてきた。

しかしながら，電磁気及び電気工学では，国際量体系（ISQ）及び関連する国際単位系（SI）だけが承認さ

れ，ISO 及び IEC の標準に反映されている。SI には，キログラム（kg），メートル（m），秒（s）及びアン

ペア（A）を含む七つの基本単位がある。 

0.1.3 量の複素表現 

時間に対し正弦波変動をする量及びそれらの複素表現については，IEC は，記号を二つの方法で標準化

している。一般に大文字及び小文字を，電流（番号 6-1）及び電圧（番号 6-11.3）に使用し，他の量の場合

には別の記号を使用する。これらは IEC 60027-1 に規定されている。 

例 1 電流（番号 6-1）の時間による正弦的な変動は，次のように実数表現で表してよい。 

 i＝√2 I cos ቀωt－φቁ  

また，その複素表現（フェーザという。）は，次の式のように表す。 

 i＝I e－jφ  

 
ここで， i： 電流の瞬時値 
 I： 電流の実効値［二乗平均値の平方根（rms）］（0.1.4） 
 (ωt－φ)： 位相 
 φ： 初期位相 
 j： 虚数単位（j2＝－1）（数学では，i で表すことが多

い。） 


